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•日本の田んぼの生物多様性と脅威

•水田決議と田んぼ生物・文化多様性向上

•田んぼ生物・文化多様性向上203プロ
ジェクト（RiceBED 2030）

生物文化的多様性

水田目標2030

• 「ネイチャー・ポジティブ」と世界の田んぼ



田んぼ

人間と野生生物の

ワンダーランド



食料供給



生きものの住処



田んぼは
美しい農業－湿地生態系



資源としての

水田の野生生物

・持続可能な農業のための
農業資源

・持続的に利用される
地元の食料資源

・豊かな景観を生み出す
バイオ資源



田んぼの生物多様性への脅威

農薬と除草剤

急激な農業環境変化による水田と
水路の変化 

中干延長による夏季の乾燥



2008年ラムサール条約
第10回締約国会議（韓国・昌原）
で採択された水田決議X.31

日韓両政府が提唱し、両国のNGOが支援。

・水田が農地としての機能以外に、豊かな生物多様性を支える広範な湿地機能を持つ
ことを国際的に認知させる。
・CBD/COP10(2010)とラムサール決議を組み合わせるための橋渡しが必要



国連生物多様性の10年
(2011-2020)

RiceBEDプロジェクト
田んぼの生物多様性向上10年プロジェクト

生物多様性愛知目標, 
CBD COP10；

Tgt#;1,３，４，７，８，９，１１，１４，１７，１８

国レベル 地方レベル
コミュニティ
レベル

田んぼ
（ラムサール＋CBD）

2010年10月、名古屋で開催されたCBD COP10で採択。

決定 X/34：農業の生物多様性
2020年までの生物多様性回復のための

20の生物多様性愛知目標



水田の生物多様性向上10年プロジェクト
キックオフシンポジウム
（2013年2月9日、小山市）

さまざまな分野から50以上の団体や個人が参加
農家、環境NGO、地方自治体、科学者、企業、学校
の教師など、さまざまな分野から50以上の団体や
個人が参加。



田んぼの生物・文化多様性
向上2030プロジェクト

田んぼの生物多様性向上10年プロ
ジェクト」の成果
このプロジェクトには、300を超える
個人や団体が参加し、活動してきた。

2020年以降の生物多様性世界枠組み

SDGs：持続可能な開発目標

田んぼの2030年目標



生物・文化的多様性

地元の人々 生きものたち

景観

文化



田んぼの生きものを回復し増やす

田んぼの生きものと社会課題を解
決する

A：田んぼとその周辺で生物多
様性を保全する活動

B:Aを支え、社会を変える活動

①農産物の消費・流通

政策・施策

国際連携

②農産業への投融資

③普及広報・教育



T. 2. 生態系の回復と復元を確実にし、次世代に
引き継ぐ。

蕪栗沼の農家



収穫後に溝を作り、水を保つ

(小松島市生物多様性農業推進協議会)

水田魚道(愛知県農業研究センター）

T. 4. 生物の保全と回復の確保新たな脅威への対策

カエル脱出ネット

(愛知県農業研究センター）



T. 10.伝統的な農法や水管理を見直し、生物の
持続可能な利用を推進する。 

ドジョウ コナギ



T. 16. 生物多様性を高める農業を主流にするため、
人々の価値観や行動の変化を促進する。

消費者の購買意欲を高める
生物多様性に配慮した製品

生物多様性に配慮した製品を供給
するための食品事業の強化

田んぼの生き物調査田んぼで体験学習



T. 21. 政策、施策、プロジェ
クトに関する意思決定に、女
性や若者だけでなく、地域コ
ミュニティやNGOの参加を
確保する。

2018年10月豊田市での地域交流会



ご清聴ありがとうございました

アジア・アフリカ・新熱帯地域まで

田んぼのあらゆるレベルをカバーする

RiceBED2030プロジェクトに参加しませんか？

http://www.ramnet-j.org/tambo10/

ネイチャー・ポジティブに
向けて

http://www.ramnet-j.org/tambo10/
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